
1

た
生
徒
は
、
佐
渡
の
代
表
と
し
て
県
大
会
に
出

場
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ど
な
た
で
も
ご
来
場
で
き
ま
す
の
で
、
中
学

生
の
熱
い
思
い
を
お
聞
き
く
だ
さ
い
。

問
佐
渡
市
教
育
委
員
会

　

社
会
教
育
課
社
会
教
育
係

　

☎
27
‐
４
１
８
５
（
両
津
支
所
内
）

　

佐
渡
地
域
振
興
局
企
画
福
祉
課

　

☎
74
‐
３
３
８
６

佐
渡
市
全
体
の
下
水
道
事
業
を

見
直
し
て
い
ま
す

　

下
水
道
事
業
は
こ
れ
ま
で
、
合
併
前
旧
市
町

村
が
そ
れ
ぞ
れ
で
立
て
た
計
画
を
引
き
継
い
で

整
備
し
て
き
ま
し
た
。
現
在
、
整
備
済
み
の
区

域
内
で
、
約
半
分
の
方
が
下
水
道
に
接
続
さ
れ

て
利
用
し
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
が
、
ま
だ
ま

だ
接
続
が
少
な
い
の
が
現
状
で
す
。

　

こ
の
現
状
に
加
え
て
、
人
口
の
減
少
や
市
財
政

へ
の
影
響
な
ど
か
ら
、
佐
渡
市
全
体
と
し
て
下

水
道
事
業
を
見
直
し
て
い
ま
す
。

　

合
併
前
旧
市
町
村
の
計
画
区
域
内
で
ま
だ
整

備
さ
れ
て
い
な
い
地
区
に
つい
て
、
説
明
会
お
よ
び

下
水
道
接
続
の
意
向
調
査
を
行
い
ま
す
。
地
区

の
意
向
を
反
映
し
た
う
え
で
、
下
水
道
を
整
備

す
る
地
区
、
整
備
し
な
い
地
区
（
合
併
浄
化
槽

対
応
地
区
）を
再
検
討
し
計
画
を
見
直
し
ま
す
。

　

ま
た
、
事
業
費
の
縮
減
、
施
設
や
処
理
区
の

統
廃
合
に
よ
る
維
持
管
理
費
の
節
減
も
同
時
に

検
討
し
て
い
ま
す
。

問
市
役
所
上
下
水
道
課
維
持
管
理
係

　

☎
55
‐
３
１
１
５

　
（
真
野
行
政
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
内
）

佐
渡
海
区
漁
業
調
整
委
員
会
委
員
選
挙

人
名
簿
の
登
録
申
請
を
お
願
い
し
ま
す

　

選
挙
管
理
委
員
会
で
は
、
毎
年
９
月
１
日
現

在
で
、「
佐
渡
海
区
漁
業
調
整
委
員
会
委
員
選

挙
人
名
簿
」を
調
製
し
ま
す
。
該
当
す
る
方
は
、

期
限
ま
で
に
必
ず
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。な
お
、

申
請
書
は
各
漁
業
協
同
組
合
か
選
挙
管
理
委
員

会
に
あ
り
ま
す
。

◇�
対
象　

満
20
歳
以
上
の
方
（
平
成
２
年
12
月

６
日
以
前
に
生
ま
れ
た
方
）
で
、
１
年
間
に

90
日
以
上
漁
船
を
使
用
す
る
漁
業
を
営
む

方
、
ま
た
は
漁
業
者
の
た
め
に
漁
船
を
使
用

し
て
行
う
水
産
動
植
物
の
採
捕
も
し
く
は
養

殖
に
従
事
す
る
方

◇
申
請
期
限　

９
月
５
日
㈰

問
佐
渡
市
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

　

☎
63
‐
３
１
１
１
（
代
表
）

平
成
22
年
度 

新
潟
県
少
年
の
主
張
大
会 

わ
た
し
の
主
張
　
佐
渡
地
区
大
会

　

こ
の
大
会
は
、
中
学
生
が
未
来
へ
の
夢
や
希

望
、
あ
る
い
は
日
常
生
活
の
中
で
様
々
な
出
会

い
、
体
験
を
通
じ
た
思
い
な
ど
を
発
表
す
る
こ

と
に
よ
り
、
自
分
の
生
き
方
や
社
会
と
の
関
わ

り
を
考
え
る
と
と
も
に
、
青
少
年
の
健
全
育
成

に
対
す
る
市
民
の
理
解
と
関
心
を
深
め
て
い
た

だ
く
た
め
に
毎
年
開
催
し
て
い
ま
す
。

日
時　

８
月
20
日
㈮

　
　
　

午
前
８
時
50
分
～
正
午

会
場　

畑
野
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

　

当
日
は
、
市
内
各
中
学
校
の
代
表
者
16
名
が

発
表
し
ま
す
。

　

そ
し
て
、
こ
の
大
会
で
最
優
秀
賞
を
受
賞
し

市
立
病
院
か
ら
こ
ん
に
ち
は

両
津
病
院�

医
師

黒
川　

允
ま
こ
と　

先
生

診
療
科
目
／
内
科
（
呼
吸
器
）

　
平
成
20
年
４
月
よ
り
、
両
津
病
院
に
赴
任
し
た
内
科
の

黒
川
で
す
。
出
身
は
長
岡
市
で
、
自
治
医
科
大
学
と
い
う

栃
木
に
あ
る
大
学
を
卒
業
し
ま
し
た
。

　
ご
存
じ
の
方
も
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
自
治
医
科

大
学
は
、
医
療
に
恵
ま
れ
な
い
地
域
で
の
医
療
の
確
保
や

地
域
住
民
の
福
祉
の
増
進
を
図
る
大
学
で
す
。 

医
の
倫

理
と
高
度
な
臨
床
的
実
力
を
有
す
る
医
師
を
養
成
し
、
併

せ
て
医
学
の
進
歩
と
、
地
域
住
民
の
福
祉
の
向
上
を
図
る

こ
と
を
使
命
と
し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
目
的
か
ら
、

自
治
医
科
大
学
は
地
域
医
療
に
責
任
を
持
つ
全
国
の
都
道

府
県
が
共
同
し
て
運
営
さ
れ
ま
す
。

　
そ
の
た
め
、
各
都
道
府
県
か
ら
２
～
３
名
の
学
生
で
構

成
さ
れ
て
い
ま
す
。
学
費
を
大
幅
に
免
除
す
る
代
わ
り

に
、
合
格
し
た
県
に
在
学
期
間
の
1.5
倍
の
年
月
（
例
え

ば
、
６
年
間
在
学
す
れ
ば
、
６
×
1.5
＝
９
年
間
）
、
出
身

県
の
指
定
さ
れ
た
病
院
や
診
療
所
に
勤
務
す
る
こ
と
を
義

務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
新
潟
県
の
場
合
、
入
院
患
者
を
診
る
医
師
自
体
が
極
め

て
少
な
い
た
め
、
人
手
不
足
の
病
院
勤
務
を
す
る
ケ
ー
ス

が
大
半
で
す
。
そ
の
た
め
、
色
々
な
病
気
を
診
る
総
合
医

の
役
割
が
重
視
さ
れ
ま
す
。

　
こ
の
病
院
に
赴
任
し
て
か
ら
と
い
う
も
の
、
胃
潰
瘍
か

ら
肺
炎
ま
で
色
々
な
病
気
の
診
断
・
治
療
を
さ
せ
て
も
ら

い
、
や
り
が
い
が
あ
り
ま
す
。
ま
だ
ま
だ
若
輩
者
で
あ
り

ま
す
が
、
今
後
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

※
次
回
は
、
両
津
病
院　
白
井
先
生
で
す
。
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　社会教育係　☎27-4170

№77平成22年7月25日発行
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佐
渡
市
職
員
採
用
試
験

◆
第
１
次
試
験

日
時　

９
月
19
日
㈰

　
　
　

午
前
８
時
30
分
～
（
受
付
）

会
場　

金
井
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー（
予
定
）

◆�

第
２
次
試
験　

11
月
中
旬（
日
時
、会
場
は

第
１
次
試
験
の
合
格
者
に
通
知
し
ま
す
。）

◆�

合
格
発
表　

12
月
下
旬
（
予
定
）
に
市
役

所
掲
示
場
に
掲
示
す
る
ほ
か
、
合
格
者
に

通
知
し
ま
す
。

◆
受
験
申
込
書
の
請
求
先　

　

〒
９
５
２‐１
２
９
２

　

佐
渡
市
千
種
２
３
２
番
地

　

佐
渡
市
総
務
課
人
事
係

※�

受
験
申
込
書
を
郵
送
で
請
求
す
る
場
合
は
、

封
筒
の
表
に「
○
○（
試
験
職
種
）請
求
」と
朱

書
き
し
、１
４
０
円
切
手（
速
達
を
希
望
す
る

場
合
は
そ
の
料
金
を
加
え
る
こ
と
。）を
同
封

し
て
総
務
課
人
事
係
に
請
求
し
て
く
だ
さ
い
。

※�

受
験
申
込
書
は
各
支
所
市
民
課
、
各
行
政
サ
ー

ビ
ス
セ
ン
タ
ー
に
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
佐
渡

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き

ま
す
。http://w

w
w
.city.sado.niigata.jp/

◆�

申
込
方
法　

受
験
申
込
書
に
所
要
事
項
を

記
入
、
押
印
し
、
写
真
（
縦
４
㎝
・
横
３

㎝
）
１
枚
を
貼
り
、
他
に
２
枚
を
添
付
し

て
、
８
月
13
日
㈮
ま
で
に
総
務
課
人
事
係

に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
郵
送
の
場
合
も

８
月
13
日
㈮
必
着
で
す
。

受
付
時
間
は
、午
前
８
時
30
分
～
午
後
５

時
30
分
。（
土
、日
お
よ
び
祝
日
を
除
く
。）

問
市
役
所
総
務
課
人
事
係

　

☎
０
２
５
９
‐
63
‐
３
１
１
１

　
（
内
線
３
４
６
）

佐
渡
市
立
病
院
職
員
採
用
試
験

◆
第
１
次
試
験

日
時　

９
月
19
日
㈰

　
　
　

午
前
８
時
30
分
～
（
受
付
）

会
場　

�

金
井
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

（
予
定
）

◆�

第
２
次
試
験　

11
月
中
旬
（
日
時
、
会
場

は
第
１
次
試
験
の
合
格
者
に
通
知
し
ま

す
。）

◆�

合
格
発
表　

12
月
下
旬（
予
定
）に
両
津
病

院
、相
川
病
院
お
よ
び
市
役
所
掲
示
場
に

掲
示
す
る
ほ
か
、合
格
者
に
通
知
し
ま
す
。

◆
受
験
申
込
書
の
請
求
先

　

〒
９
５
２‐０
０
０
７

　

佐
渡
市
浜
田
１
７
７
番
地
１

　

佐
渡
市
立
両
津
病
院
管
理
部
管
理
課�

　

庶
務
係

※�

受
験
申
込
書
を
郵
送
で
請
求
す
る
場
合
は
、封

筒
の
表
に「
○
○（
試
験
職
種
）請
求
」と
朱
書
き

し
、１
４
０
円
切
手（
速
達
を
希
望
す
る
場
合
は

そ
の
料
金
を
加
え
る
こ
と
。）を
同
封
し
て
両
津

病
院
管
理
部
管
理
課
庶
務
係
に
請
求
し
て
く
だ

さ
い
。

※�

受
験
申
込
書
は
相
川
病
院
、佐
渡
市
総
務
課
人

事
係
、各
支
所
市
民
課
、各
行
政
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー
に
も
あ
り
ま
す
。ま
た
、佐
渡
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

　

http://w
w
w
.city.sado.niigata.jp/

◆�

申
込
方
法　

受
験
申
込
書
に
所
要
事
項
を

記
入
、押
印
し
、写
真（
縦
４㎝
、横
３㎝
）１

枚
を
貼
り
、他
に
２
枚
を
添
付
し
て
、８
月

13
日
㈮
ま
で
に
両
津
病
院
管
理
部
管
理
課

庶
務
係
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。郵
送
の
場

合
も
８
月
13
日
㈮
必
着
で
す
。

　

�

受
付
時
間
は
、
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５

1�職種、受験資格、採用予定人員
職種 区分 受験資格 採用予定人員

一般事務 初級 昭和55年４月２日から平成５年４月１日までに生まれた人 １人程度

土木技師 専門 昭和55年４月２日以降に生まれた人で、大学（短大は除く。）で土木に関する分野を履修し卒業した人また
は平成23年３月31日までに卒業見込みの人 １人程度

建築技師 専門 昭和55年４月２日以降に生まれた人で、大学（短大は除く。）で建築に関する分野を履修し卒業した人また
は平成23年３月31日までに卒業見込みの人 １人程度

保健師 専門 昭和55年４月２日以降に生まれた人で、保健師の資格を有する人または平成22年度に行われる保健師国
家試験により資格取得見込みの人 ２人程度

学芸員
（地質、岩石・鉱物分野） 専門

昭和55年４月２日以降に生まれた人で、大学（短大は除く。）で地学に関する分野を履修し卒業した人で学芸
員の資格を有する人または平成22年度に行われる学芸員資格試験により資格取得見込みの人 １人程度

消防士�
（救急救命士） 専門

昭和55年４月２日以降に生まれた人で、救急救命士の資格を有し、かつ、普通自動車以上の運転免許を有
する人（普通自動車免許については、１年以内に取得可能な人も受験可能） １人程度

※日本の国籍を有しない人等（学芸員と保健師を除く。）は受験できません。詳しくは総務課人事係にお問い合わせください。

2�試験の方法
⑴　第1次試験
試験種別 該当職種 内容

教養試験 一般事務／消防士
（救急救命士）

一般的知識および知能について、高等学校卒業程度で択一式による筆記試験を行います。（社会、人文および
自然に関する一般知識ならびに文章理解、判断推理、数的推理および資料解釈に関する一般知能）

教養試験 学芸員
（地質、岩石・鉱物分野）

一般的知識および知能について、大学卒業程度で択一式による筆記試験を行います。（社会、人文および自然
に関する一般知識ならびに文章理解、判断推理、数的推理および資料解釈に関する一般知能）

専門試験 土木技師 土木に関する知識について択一式による筆記試験を行います。（数学・物理、応用力学、水理学、土質工学、測
量、土木計画（都市計画を含む。）および土木施工）

専門試験 建築技師 建築に関する知識について択一式による筆記試験を行います。（数学・物理、構造力学、材料学、環境原論、建
築史、建築構造、建築計画（都市計画、建築法規を含む。）、建築設備および建築施工）

専門試験 保健師 看護、保健福祉に関する知識について択一式による筆記試験を行います。（地域看護学、疫学・保健統計（情報
処理を含む。）および保健福祉行政論）

作文試験 全職種 課題の理解力、思考力および表現力等について、筆記試験を行います。

適性検査

一般事務／土木技師／建
築技師／保健師／学芸員
（地質、岩石・鉱物分野）

事務適性検査 事務の適応性を正確さ、迅速さ等の作業能力について検査を行います。

一般性格診断検査 公務員としての社会生活を送るのに必要な資質を備えているか、性格の面から検査を行
います。

消防士（救急救命士） 消防適性検査 消防職員としての適応性を性格的な面および認知能力（機器運用技能等の基礎）の面
から検査を行います。

⑵　第2次試験　第1次試験の合格者に対して面接試験を行います。（消防士（救急救命士）については、面接試験に加え体力試験を行います。）



3

時
30
分
。（
土
、日
お
よ
び
祝
日
を
除
く
。）

※�

合
格
者
が
採
用
予
定
人
員
に
達
し
な
い
場
合
は
、

引
き
続
き
募
集
し
ま
す
。（
管
理
栄
養
士
を
除

く
。）

問
両
津
病
院
管
理
部
管
理
課
庶
務
係

　

☎
０
２
５
９
‐
23
‐
５
１
１
１
（
代
表
）

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム 

新
穂
愛
宕
の
園 

職
員
募
集
の 

お
知
ら
せ

募
集
職
種　

介
護
職
員

※
資
格
・
経
験
不
問
（
あ
れ
ば
望
ま
し
い
）

募
集
人
員　

２
名

日
時　

随
時
実
施
予
定

会
場　

新
穂
愛
宕
の
園

勤
務
開
始
予
定　

平
成
22
年
８
月
か
ら

給�

与
等
採
用
条
件　

選
考
結
果
、
資
格
に
よ

り
正
職
員
ま
た
は
契
約
職
員
と
し
て
採
用

応�

募
方
法　

履
歴
書
（
写
貼
）
を
作
成
し
、

担
当
職
員
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
面
接

の
日
程
な
ど
詳
細
を
お
伝
え
し
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
先

　

〒
９
５
２
‐
０
１
０
６

　

佐
渡
市
新
穂
瓜
生
屋
３
３
９
番
地
２

　

新
穂
愛
宕
の
園　

採
用
係

　
（
担
当　

池
野
・
伊
澤
）

　

☎
０
２
５
９
‐
24
‐
６
４
３
０

チ
ャ
レ
ン
ジ
介
護
！
楽
し
く
介
護
！ 

 

～
か
い
ご
の
魅
力
を
体
験
し
よ
う
～

　

介
護
の
現
場
は
皆
さ
ん
を
待
っ
て
い
ま

す
。
ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
研
修
を
受
講
し
、
介

護
の
お
仕
事
に
触
れ
て
み
ま
せ
ん
か
？
皆
さ

ん
の
受
講
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

開
催
日　

８
月
18
日
㈬
・
施
設
実
習
１
日

会
場　

伝
統
文
化
と
環
境
福
祉
の
専
門
学
校

講
師　

社
団
法
人　

新
潟
県
介
護
福
祉
士
会

　
　
　

会
員
（
介
護
福
祉
士
）

受�

講
費
用　

無
料
（
テ
キ
ス
ト
を
配
布
し
ま

す
が
、
費
用
は
か
か
り
ま
せ
ん
）

募
集
定
員　

10
名
～
12
名
（
先
着
順
）

対�

象　

こ
れ
か
ら
福
祉
関
係
の
仕
事
を
目
指

す
方
、
介
護
・
福
祉
に
興
味
や
関
心
の
あ

る
方
。
※
現
在
従
事
さ
れ
て
い
る
方
な
ど
は

受
講
出
来
ま
せ
ん
。

施
設
実
習
（
見
学
実
習
）
に
つ
い
て

　

こ
の
研
修
は
、
施
設
実
習
（
見
学
実
習
）

が
１
日
含
ま
れ
ま
す
。
１
日
目
が
終
了
後
、

１
日
施
設
実
習
を
行
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

実
習
日
は
、
実
習
先
の
日
程
を
調
整
し
な
が

ら
決
定
し
ま
す
。
※
実
習
日
お
よ
び
実
習
先

は
こ
ち
ら
で
指
定
し
ま
す
。

お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　

申
込
書
に
記
入
の
う
え
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。
ご
不
明
な
点
は
い
つ
で
も

お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

社
団
法
人　

新
潟
県
介
護
福
祉
士
会
事
務
局

　

☎
０
２
５
‐
２
８
１
‐
５
５
３
１

　


０
２
５
‐
２
８
１
‐
７
７
１
０

平
成
23
年
度 

佐
渡
看
護
専
門
学
校
看
護
学
生
募
集

○
募
集
人
員　

40
名

○
修
業
年
限　

３
年

○
受
験
資
格

一�

般
入
学　

高
等
学
校
お
よ
び
中
等
教
育

学
校
を
卒
業
ま
た
は
、
平
成
23
年
３
月

卒
業
見
込
み
の
方

　

社
会
人
入
学

　
　

①
高
等
学
校
卒
業
後
２
年
以
上
の
方

　
　

②�

本
校
卒
業
後
、
新
潟
県
厚
生
連
施
設

に
勤
務
可
能
な
方

　

推
薦
入
学　

�

指
定
校
制
推
薦
・
推
薦
制
度

あ
り

○
願
書
受
付
期
間

　

社
会
人

　
　

第
１
回　

�

９
月
24
日
㈮
～�

10
月
４
日
㈪

　
　

第
２
回　

�

12
月
６
日
㈪
～�

平
成
23
年
１
月
31
日
㈪

　

一　

般　
　

�

12
月
６
日
㈪
～�

平
成
23
年
１
月
31
日
㈪

○
入
学
試
験
日

　

社
会
人

　
　

第
１
回　

10
月
15
日
㈮

　
　

第
２
回　

平
成
23
年
２
月
９
日
㈬

　

一　

般　
　

平
成
23
年
２
月
９
日
㈬

○
お
問
い
合
わ
せ
先

〒
９
５
２
‐
１
２
０
９

新
潟
県
佐
渡
市
千
種
２
７
２
番
地
１

新
潟
県
厚
生
連　

佐
渡
看
護
専
門
学
校

☎
０
２
５
９
‐
63
‐
４
１
２
５


０
２
５
９
‐
63
‐
４
１
２
６

Ｅ
メ
ー
ル　

nksadoka@
sado.co.jp

※�

出
願
書
類
の
請
求
（
無
料
）
に
つ
い
て
は
、

出
願
者
本
人
の
住
所
・
氏
名
・
郵
便
番
号
・

電
話
番
号
を
明
記
の
う
え
、
郵
便
・
電
話
・

Ｆ
Ａ
Ｘ
・
Ｅ
メ
ー
ル
な
ど
で
請
求
し
て
く

だ
さ
い
。

1�職種、受験資格、採用予定人員、勤務場所

職種 区分 受験資格 採用予定人員 勤務場所
看護師または
准看護師 専門 昭和30年４月２日以降に生まれた人で、�看護師もしくは准看護師の資格を有する人、�

または平成22年度に行われる看護師もしくは准看護師試験により資格取得見込みの人 ６人程度 両津病院または
相川病院

管理栄養士 専門 昭和55年４月２日以降に生まれた人で、�管理栄養士の資格を有する人 １人程度 両津病院または
相川病院

2�試験の方法
⑴　第 1次試験
試験種別 該当職種 内容

専門試験 管理栄養士 栄養に関する知識について択一式による筆記試験を行います。（公衆衛生、栄養・臨床栄養、食品・食品衛生、給食管理・調理、栄養指導・教育）
作文試験 全職種 課題の理解力、思考力および表現力等について、筆記試験を行います。

適正検査 管理栄養士 事務適正検査 事務の適応性を、正確さ、迅速さ等の作業能力について検査します。
一般性格診断検査 公務員としての社会生活を送るのに必要な資質を備えているか、性格の面から検査を行います。

⑵　第 2次試験　　第 1次試験の合格者に対して面接試験を行います。
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平
成
22
年
度
「
佐
渡
市
観
光
資
源

活
性
化
チ
ャ
レ
ン
ジ
事
業
」 

募
集
に
つ
い
て

　

市
で
は
地
域
の
観
光
資
源
を
活
用
し
、
観

光
事
業
に
取
組
む
集
落
な
ど
を
支
援
し
ま

す
。

　

平
成
22
年
度
事
業
（
平
成
23
年
３
月
31
日

ま
で
）
と
し
て
、
申
請
を
希
望
す
る
団
体
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

応�

募
対
象　

集
落
お
よ
び
近
隣
集
落
で
構
成

さ
れ
る
団
体
、集
落
長
の
承
認
を
得
た
団
体
。

対
象
事
業
・
補
助
基
準

①�　

同
じ
事
業
主
体
が
補
助
金
交
付
を
受
け

ら
れ
る
回
数
は
、
１
回
限
り
と
す
る
。

②�　

補
助
金
は
、
本
事
業
以
外
の
類
似
す
る

補
助
お
よ
び
助
成
事
業
と
重
複
し
て
交
付

す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

③�　

補
助
金
の
補
助
額
の
算
定
に
お
い
て
、

１
千
円
未
満
の
端
数
は
、
切
り
捨
て
る
。

④�　

補
助
金
の
交
付
条
件
と
し
て
ハ
ー
ド
事

業
お
よ
び
ソ
フ
ト
事
業
の
両
方
の
事
業
を

実
施
す
る
こ
と
を
条
件
と
す
る
。

応
募
締
切　

８
月
20
日
㈮

　

�　

募
集
期
間
中
は
、
申
請
に
関
す
る
内
容

や
書
類
の
書
き
方
な
ど
の
相
談
を
お
受
け

し
ま
す
の
で
、
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

（
今
年
度
の
交
付
予
定
団
体
は
２
団
体
程

度
で
す
。）

申�
請
用
紙　

申
請
用
紙
な
ど
は
、
佐
渡
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る

か
、
観
光
商
工
課
観
光
振
興
係
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
市
役
所
観
光
商
工
課
観
光
振
興
係

　

☎
63
‐
５
１
１
６
（
市
役
所
第
２
庁
舎
）

こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
会
の 

　
　
　
　
　
　
　
　

お
知
ら
せ

　

専
門
医
（
精
神
科
医
）
に
よ
る
こ
こ
ろ
の

健
康
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
（
無
料
）。「
眠

れ
な
い
日
が
続
く
」「
大
声
で
怒
る
こ
と
が

増
え
た
」「
も
の
忘
れ
が
心
配
」「（
介
護
や

仕
事
な
ど
で
）
気
分
が
落
ち
込
み
、
疲
れ
が

と
れ
な
い
」
な
ど
、
心
に
関
す
る
お
悩
み
の

あ
る
方
、
ま
た
そ
の
ご
家
族
が
対
象
で
す
。

秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

○
日
時　

８
月
23
日
㈪
午
後
２
時
～
４
時

○
申
込
締
切　

８
月
18
日
㈬

○
会
場　

金
井
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

○
受
付
人
数　

４
人
ま
で
（
要
予
約
）

○
お
問
い
合
わ
せ
・
お
申
し
込
み
先

　

佐
渡
保
健
所

　

☎
74
‐
３
４
０
７

夏
は
食
中
毒
に 

　
　
　
　

注
意
し
ま
し
ょ
う
！

　

夏
季
は
腸
炎
ビ
ブ
リ
オ
な
ど
に
よ
る
食
中

毒
の
発
生
し
や
す
い
時
期
で
、
注
意
が
必
要

で
す
。
次
の
ポ
イ
ン
ト
を
参
考
に
食
中
毒
発

生
を
防
止
し
ま
し
ょ
う
。

腸
炎
ビ
ブ
リ
オ
食
中
毒

　

腸
炎
ビ
ブ
リ
オ
食
中
毒
は
、
激
し
い
腹
痛

や
下
痢
な
ど
を
引
き
起
こ
す
食
中
毒
で
、
刺

身
な
ど
を
原
因
と
し
て
夏
場
に
多
く
発
生
し

ま
す
。

［
腸
炎
ビ
ブ
リ
オ
食
中
毒
予
防
の
ポ
イ
ン
ト
］

①�

魚
介
類
は
買
い
物
の
最
後
に
購
入
し
、
購

入
後
は
早
く
冷
蔵
庫
に
保
管
す
る
。
販
売

店
に
氷
が
あ
る
場
合
は
利
用
し
、
食
品
の

温
度
上
昇
を
防
ぐ
。

②�

調
理
前
に
魚
体
を
流
水
（
真
水
）
で
よ
く

洗
い
、
エ
ラ
や
内
臓
を
除
去
し
た
後
も
よ

く
洗
う
。

③�
刺
身
を
切
る
時
は
、
手
を
洗
い
、
洗
浄
・

消
毒
済
み
の
き
れ
い
な
ま
な
板
と
包
丁
を

使
う
。

④�

刺
身
な
ど
の
調
理
品
は
調
理
後
で
き
る
だ

け
早
く
食
べ
る
。

問
佐
渡
地
域
振
興
局

　

健
康
福
祉
環
境
部
生
活
衛
生
課

　

☎
74
‐
３
３
９
９

老
人
休
養
ホ
ー
ム
こ
が
ね
荘
を

民
間
譲
渡
し
ま
し
た

　

公
共
施
設
の
管
理
運
営
の
見
直
し
に
よ

り
、
平
成
22
年
７
月
１
日
に
老
人
休
養
ホ
ー

ム
こ
が
ね
荘
を
、
特
定
非
営
利
活
動
法
人
お

け
さ
福
祉
会
に
譲
渡
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ

り
施
設
名
を
「
ロ
ハ
ス
の
館
こ
が
ね
荘
」
と

し
て
、以
前
と
同
様
に
運
営
し
て
お
り
ま
す
。

　
「
ロ
ハ
ス
の
館
こ
が
ね
荘
」

　
　

連
絡
先
☎
66
‐
２
５
４
５

問
市
役
所
高
齢
福
祉
課
高
齢
福
祉
係

　

☎
63
‐
３
７
９
０

佐
渡
市
公
の
施
設
の
指
定
管
理
者

が
決
ま
り
ま
し
た

　

指
定
管
理
者
と
は
市
が
所
有
す
る
公
の
施

設
の
管
理
運
営
を
市
に
代
わ
っ
て
行
う
民
間

企
業
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
な
ど
の
団
体
で
す
。

　

こ
の
た
び
、
社
会
福
祉
課
所
管
の
公
の
施

設
の
指
定
管
理
者
が
決
ま
り
ま
し
た
の
で
、

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

○
施
設
名
称　

中
興
資
源
活
性
化
セ
ン
タ
ー

○�

施
設
所
在
地　

佐
渡
市
中
興
乙
２
８
２
２

番
地
１

○�

指
定
管
理
者　

社
会
福
祉
法
人
佐
渡
市
社

会
福
祉
協
議
会

○�

指
定
期
間　

平
成
22
年
７
月
１
日
～
平
成

27
年
３
月
31
日
（
４
年
９
ヶ
月
間
）

問
市
役
所
社
会
福
祉
課
地
域
福
祉
係

　

☎
63
‐
５
１
１
３

補助事業項目 事業内容 補助対象経費 補助基準

観光資源�
発掘改修事業

（ハード
事業）

地域に内在する
観光資源を発掘
又は改修を行い、
誘客できる環境を
つくるもの

施設、観光
資源等を整備
又は改修する
費用

補助対象経費
の50％。ただし、
100 万円を上限
とする。

観光資源�
活用事業

（ソフト
事業）

地域に内在する
観光資源を活用
し、誘客活動を行
うもの

イベント等の
誘客活動を行
うための経費

補助対象経費
の50％。ただし、
50 万円を上限と
する。
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姉
妹
都
市
交
流 

　
　

入
間
市
小
中
学
生
絵
画
展

　

佐
渡
市
の
姉
妹
都
市
、
埼
玉
県
入
間
市
の

小
中
学
生
の
絵
画
作
品
を
展
示
し
ま
す
。（
小

学
生
32
点
、
中
学
生
11
点
、
計
43
点
）

日
時　

８
月
１
日
㈰
～
８
月
10
日
㈫

　
　
　

午
前
８
時
～
午
後
６
時

会
場　

両
津
ふ
れ
あ
い
ギ
ャ
ラ
リ
ー

（
両
津
夷
１
８
５
番
地
）

問
佐
渡
市
教
育
委
員
会

　

学
校
教
育
課
学
事
指
導
係

　

☎
23
‐
４
８
９
４
（
両
津
支
所
内
）

職
員
人
事
異
動　
（　

）
内
は
旧
所
属

○
７
月
１
日
付
け
異
動

監
査
委
員
事
務
局
次
長　

逸
見
み
は
る
（
真

野
行
政
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
次
長
）
／
真

野
行
政
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
次
長　

鈴
木

信
宏
（
真
野
行
政
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
市

民
生
活
係
調
査
員
）
／
財
務
課
管
財
係
主

任　

石
塚
忠
宏
（
税
務
課
収
納
係
主
任
）

／
真
野
行
政
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
市
民
生

活
係
主
事　

渡
邊
秀
子
（
上
下
水
道
課
庶

務
係
主
事
）
／
社
会
教
育
課
文
化
財
室
文

化
財
保
護
係
主
事　

金
子
泰
之
（
総
務
課

主
事
）
／
環
境
対
策
課
佐
渡
ク
リ
ー
ン
セ

ン
タ
ー
技
能
士　

本
間
誠
一
（
環
境
対
策

課
灰
溶
融
固
形
化
施
設
技
能
士
）

○
７
月
１
日
付
け
新
採
用

　

両
津
病
院
診
療
部
内
科
医
長　

富
士
盛
文
夫

○
６
月
30
日
付
け
退
職

　

徳
永
洋
果
（
相
川
病
院
診
療
部
内
科
医
長
）

　

滝
沢
陽
子
（
両
津
病
院
診
療
部
内
科
医
長
）

毎
月
６
日
と
９
日
は 

「
６・９（
ロ
ッ
ク
）」の
日 

ち
ゃ
ん
と
鍵
を
か
け
ま
し
た
か
？

　

平
成
21
年
中
、
佐
渡
市
内
で
は
、
窃
盗
や

器
物
損
壊
な
ど
の
事
件
が
３
１
８
件
発
生

し
、
こ
の
う
ち
２
０
０
件
が
「
事
務
所
あ
ら

し
」
や
「
空
き
巣
」、「
自
転
車
盗
」
な
ど
の

盗
難
被
害
で
し
た
。

　

２
０
０
件
の
盗
難
被
害
の
う
ち
、「
事
務

所
あ
ら
し
」
や
「
空
き
巣
」
な
ど
は
90
・
０
％

が
、「
自
転
車
盗
」
は
66
・
７
％
が
、「
車
上

ね
ら
い
」
は
76
・
９
％
が
無
施
錠
で
し
た
。

盗
難
被
害
防
止
の
ポ
イ
ン
ト

①
侵
入
盗
対
策

　

○
必
ず
鍵
を
か
け
る

　

○
鍵
を
２
個
つ
け
る

②
乗
り
物
盗
対
策

　

○�

短
時
間
で
も
ハ
ン
ド
ル
ロ
ッ
ク
を
し
て

必
ず
キ
ー
を
抜
く

　

○
基
本
は
二
重
ロ
ッ
ク

　

○
盗
難
防
止
装
置
を
装
備
す
る

③
車
上
ね
ら
い
対
策

　

○
短
時
間
で
も
必
ず
ド
ア
ロ
ッ
ク
を
す
る

　

○�

貴
重
品
な
ど
を
車
内
に
置
い
た
ま
ま
に

し
な
い

問
佐
渡
市
安
全
ま
ち
づ
く
り
協
会

　

佐
渡
西
警
察
署　

☎
74
‐
０
１
１
０

　

佐
渡
東
警
察
署　

☎
27
‐
０
１
１
０

　

市
役
所
総
務
課
防
災
安
全
係

　

☎
63
‐
５
１
３
５

『
福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る 

　
　

苦
情
は
あ
り
ま
せ
ん
か
』

　

新
潟
県
福
祉
サ
ー
ビ
ス
運
営
適
正
化
委
員

会
で
は
、
県
内
の
福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る

苦
情
相
談
を
無
料
で
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　

職
員
の
対
応
に
不
満
が
あ
る
と
き
や
事
業

所
の
説
明
に
納
得
が
で
き
な
い
と
き
、
事
業

所
に
苦
情
を
申
し
立
て
て
も
解
決
さ
れ
な
い

と
き
な
ど
に
は
、
当
委
員
会
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。
必
要
に
応
じ
て
助
言
や
事
情
調
査
、

あ
っ
せ
ん
な
ど
を
行
い
ま
す
。
秘
密
は
厳
守

し
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

相�

談
対
象　

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
、
障
害

者
施
設
、
保
育
所
な
ど
（
社
会
福
祉
法
第

２
条
に
規
定
す
る
第
１
種
お
よ
び
第
２
種

の
社
会
福
祉
事
業
）
で
提
供
さ
れ
る
福
祉

サ
ー
ビ
ス
。

相�

談
方
法　

来
所
、電
話
、Ｆ
Ａ
Ｘ
、Ｅ
メ
ー

ル
、
郵
便
い
ず
れ
で
も
相
談
で
き
ま
す
。

相�

談
日
時　

月
曜
か
ら
金
曜
（
年
末
年
始
、

祝
祭
日
を
除
く
。）

　

�

午
前
９
時
か
ら
正
午
ま
で
、
午
後
１
時
か

ら
４
時
ま
で
。

問
新
潟
県
福
祉
サ
ー
ビ
ス
運
営
適
正
化

　

委
員
会

　

☎
０
２
５
‐
２
８
１
‐
５
６
０
９

　


０
２
５
‐
２
８
５
‐
０
３
０
３

　

Ｅ
メ
ー
ル　

�kujou@
fukushiniigata.

or.jp

〒
９
５
０
‐
８
５
７
５

新
潟
市
中
央
区
上
所
２
丁
目
２
番
２
号

　

新
潟
ユ
ニ
ゾ
ン
プ
ラ
ザ
３
階

ト
キ
カ
ー
ド
会
か
ら
の
お
知
ら
せ

　

ト
キ
カ
ー
ド
会
発
行
の
「
温
泉
共
通
入
湯

券
」
は
、
新
た
に
７
月
１
日
か
ら
発
行
を
開

始
し
ま
し
た
。

・
１
冊
５
枚
つ
づ
り�

　
（
１
枚
で
１
回
入
浴
で
き
ま
す
）

・�

満
点
カ
ー
ド
４
枚
で
１
冊
と
交
換
で
き
ま
す

・
有
効
期
限　

平
成
25
年
９
月
30
日

・
ご
利
用
で
き
る
施
設

　

�

金
井
温
泉
金
北
の
里
／
新
穂
潟
上
温
泉
／

畑
野
温
泉
松
泉
閣
／
ク
ア
テ
ル
メ
佐
渡

問
ト
キ
カ
ー
ド
会
協
同
組
合

　

☎
63
‐
５
７
５
５

お
詫
び
と
訂
正

　

市
報
さ
ど
お
知
ら
せ
版
６
月
25
日
発
行

号
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。

○�

１
ペ
ー
ジ
「
新
入
学
児
童
の
保
護
者
の

皆
さ
ま
へ
」
の
問
い
合
わ
せ
先
の
「
両

津
市
所
内
」
は
、
正
し
く
は
「
両
津
支

所
内
」
で
す
。

○�

５
ペ
ー
ジ
「
平
成
22
年
度
社
会
同
和
市

町
村
巡
回
研
修
会
を
開
催
し
ま
す
」
の

お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先
の
「
両

津
市
所
内
」
は
、
正
し
く
は
「
両
津
支

所
内
」
で
す
。

○�

８
ペ
ー
ジ
「
行
政
相
談
日
」
の
両
津
地

区
の
会
場
「
両
津
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

し
ゃ
く
な
げ
」
は
、
正
し
く
は
「
両
津

福
祉
セ
ン
タ
ー
し
ゃ
く
な
げ
」
で
す
。

○�

８
ペ
ー
ジ
「
地
区
別
人
口
」
の
「
５
月

１
日
現
在
」
は
、
正
し
く
は
「
６
月
１

日
現
在
」
で
す
。

　

訂
正
し
て
お
詫
び
い
た
し
ま
す
。
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防
災
セ
ン
タ
ー
の 

　
　
　
　

臨
時
休
館
に
つ
い
て

　

８
月
14
日
㈯
～
８
月
15
日
㈰
の
２
日
間
、

館
内
整
備
の
た
め
防
災
セ
ン
タ
ー
を
臨
時
休

館
し
ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ま
に
は
ご
迷
惑
を

お
掛
け
し
ま
す
が
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

問
佐
渡
市
消
防
本
部
予
防
課
予
防
係

　

☎
51
‐
０
１
２
３

灯
明
（
ロ
ウ
ソ
ク
）
に
よ
る 

　
　
　
　
　
　

火
災
に
注
意
！！

　

近
年
、
灯
明
（
ロ
ウ
ソ
ク
）
が
原
因
と
思

わ
れ
る
住
宅
火
災
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
こ

れ
か
ら
の
時
季
、
お
盆
な
ど
で
仏
壇
に
灯
明

（
ロ
ウ
ソ
ク
）
を
灯
す
機
会
が
増
え
て
き
ま

す
の
で
、
火
災
を
起
こ
さ
な
い
た
め
の
注
意

点
を
再
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

○�

ロ
ウ
ソ
ク
立
て
は
、
倒
れ
な
い
よ
う
に
大

き
め
の
安
定
し
た
も
の
を
使
用
し
ま
し
ょ

う
。

○�

ロ
ウ
ソ
ク
立
て
の
周
囲
に
燃
え
や
す
い
も

の
を
置
か
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

○�

香
炉
や
使
用
後
の
マ
ッ
チ
は
完
全
に
消
え

た
か
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

○�

部
屋
を
出
る
と
き
は
必
ず
灯
明
（
ロ
ウ
ソ

ク
）
を
消
し
ま
し
ょ
う
。

※�

灯
明
を
電
気
製
品
に
替
え
る
こ
と
で
、
よ
り

安
全
に
使
用
で
き
ま
す
。

問
佐
渡
市
消
防
本
部
予
防
課
予
防
係

　

☎
51
‐
０
１
２
３

ル
ー
ル
を
守
っ
て
楽
し
い
花
火

　

夏
を
迎
え
楽
し
い
花
火
の
シ
ー
ズ
ン
が

や
っ
て
来
ま
し
た
。「
お
も
ち
ゃ
花
火
」
は

正
し
い
取
扱
方
法
を
守
り
、
火
災
や
負
傷
事

故
に
つ
な
が
ら
な
い
よ
う
に
楽
し
く
遊
び
ま

し
ょ
う
。

○�

飛
し
ょ
う
す
る
花
火
（
ロ
ケ
ッ
ト
花
火
な

ど
）
を
人
や
家
に
向
け
た
り
、
燃
え
や
す

い
も
の
が
あ
る
場
所
で
遊
ば
な
い
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。
枯
れ
草
や
家
の
中
に
飛
び

込
ん
で
火
災
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

○�

風
が
強
い
時
は
、
花
火
遊
び
は
や
め
ま

し
ょ
う
。

○�
バ
ケ
ツ
な
ど
に
水
を
用
意
し
て
、
終
わ
っ

た
花
火
や
残
り
火
は
完
全
に
消
し
ま
し
ょ

う
。

○�

子
供
だ
け
で
は
危
険
で
す
。
必
ず
大
人
と

一
緒
に
行
い
、
正
し
い
取
扱
い
方
を
し
ま

し
ょ
う
。

問
佐
渡
市
消
防
本
部
予
防
課
予
防
係

　

☎
51
‐
０
１
２
３

普
通
救
命
講
習
の
お
知
ら
せ

　

も
し
家
族
や
友
人
が
目
の
前
で
突
然
倒
れ

て
し
ま
っ
た
ら
、
あ
な
た
は
応
急
手
当
が
で

き
ま
す
か
？
そ
の
た
め
に
必
要
な
ち
ょ
っ
と

し
た
知
識
と
技
術
を
ぜ
ひ
覚
え
て
く
だ
さ

い
。

　

佐
渡
市
消
防
本
部
で
は
、
心
臓
・
呼
吸
が

止
ま
っ
た
と
き
に
行
う
心
肺
蘇
生
法
や
Ａ
Ｅ

Ｄ
と
い
う
機
械
を
使
っ
た
電
気
シ
ョ
ッ
ク

（
除
細
動
）
な
ど
に
つ
い
て
、
実
技
で
覚
え

て
い
た
だ
く
講
習
（
普
通
救
命
講
習
）
を
毎

月
行
っ
て
い
ま
す
。
多
く
の
方
の
お
申
し
込

み
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

【
８
月
の
講
習
】

日
時　

８
月
８
日
㈰
午
後
１
時
か
ら

場
所　

あ
い
か
わ
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー

定
員　

15
名
程
度

申
込
期
限　

８
月
６
日
㈮

お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　

佐
渡
市
相
川
消
防
署
救
急
･
救
助
係

　

☎
74
‐
３
１
２
４

海
と
山
の
事
故
防
止
の
お
願
い

　

夏
は
海
水
浴
や
マ
リ
ン
ス
ポ
ー
ツ
、
登
山

な
ど
で
大
自
然
を
満
喫
で
き
る
季
節
で
す
。

一
方
で
事
故
も
発
生
し
や
す
く
、
尊
い
命
が

海
や
山
で
失
わ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
自

然
の
中
で
は
ち
ょ
っ
と
し
た
不
注
意
が
悲
惨

な
事
故
に
つ
な
が
り
ま
す
。
海
や
山
に
出
か

け
る
時
は
安
全
の
た
め
の
ル
ー
ル
を
再
確
認

し
、
楽
し
い
レ
ジ
ャ
ー
に
し
ま
し
ょ
う
。

問
市
役
所
観
光
商
工
課
観
光
振
興
係

　

☎
63
‐
５
１
１
６
（
市
役
所
第
２
庁
舎
）

ア
ー
ス
・
セ
レ
ブ
レ
ー
シ
ョ
ン

2
0
1
0
に
よ
る
小
木
町
地
内

交
通
規
制
に
つ
い
て

８
月
21
日
㈯

・�

鼓
童
パ
レ
ー
ド　

入
舟
町
旧
竹
工
セ
ン

タ
ー
か
ら
琴
平
神
社
鳥
居
前　

正
午
～
午

後
2
時
ま
で

・�

小
木
お
け
さ　

入
舟
町
旧
竹
工
セ
ン
タ
ー

か
ら
栄
町
旧
第
四
銀
行
前　

午
後
7
時
～

午
前
0
時
ま
で

８
月
22
日
㈰

・�

歩
行
者
天
国　

入
舟
町
旧
竹
工
セ
ン
タ
ー

か
ら
琴
平
神
社
鳥
居
前　

正
午
～
午
後
5

時
ま
で

問
観
光
商
工
課
国
際
観
光
係

　

☎
63
‐
５
１
１
６
（
市
役
所
第
２
庁
舎
）

両
津
港
南
埠
頭
に
臨
時
駐
車
場

を
設
置
し
ま
す

８
月
９
日
㈪
～
８
月
18
日
㈬

利
用
時
間　

午
前
７
時
～
午
後
10
時

　
（
60
分
以
内　

送
迎
用
に
限
り
ま
す
）

○
係
員
の
指
示
に
従
っ
て
く
だ
さ
い
。

○
盗
難
・
事
故
の
責
任
は
負
い
ま
せ
ん
。

○
道
路
は
全
面
駐
車
禁
止
で
す
。

○�

満
車
の
時
は
北
埠
頭
（
夷
）
駐
車
場
か
市

営
湊
駐
車
場
、
一
般
駐
車
場
を
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

問
佐
渡
地
域
振
興
局

　

地
域
整
備
部
港
湾
空
港
庶
務
課

　

☎
27
‐
３
３
１
１

佐渡汽船

両津
らんかん橋

両津支所

場
車
駐
湊
営
市

両津大橋

佐渡東警察署

臨時駐車場

一般駐車場
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世界遺産暫定一覧表に 
佐渡金銀山の単独記載が決定しました！ 
第３回世界遺産連続講座

日　時　8月7日㈯　午後 1時～3 時
会　場　アミューズメント佐渡　はまなすホール
※入場無料（申込不要）
演　題　「佐渡寺院建築悉皆調査報告
　　　　　　　　　－詳細調査の考え方－」
講　師　�株式会社グリーンシグマ技術顧問�

山崎　完一さん
※今後の開催予定
　第 4回 9月18日㈯、第 5回 10月2日㈯
問市役所世界遺産推進課登録推進係　☎ 63-5136

ＤＳＩ講座「ポーランドの文化」 
～食文化や結婚式、毎日の生活などを紹介します～

日　時　7月31日㈯　午後７時～９時
講　師　�クリチュカ・プシェミスワフ氏（プロフィール：ポー

ランド、コジェニツェ出身。早稲田大学留学生。
ロボット工学専門。）

会　場　�佐渡中央会館２階�
（佐渡市役所佐和田行政サービスセンター隣り）

参加費　５００円（高校生以下無料）
問ＤＳＩ事務局　☎ 52-2265（午前 9 時ー午後 4 時）

県立看護大学「オープンキャンパス」開催
　大学・入試の概要説明、学長室訪問、体験学習、施設
見学、個別相談など
主 催　�新潟県立看護大学
実施日時　�８月３日㈫、８月２５日㈬�

いずれも午後１時から４時
会 場　新潟県立看護大学（上越市新南町）
定 員　１２０人
申�込方法　電話、ＦＡＸ、電子メールで開催日５日前まで
に「氏名・高校名・参加希望日」をお知らせください。
問新潟県立看護大学　教務学生課　教務係
　担当：大林
　☎ 025-526-2811（直通） 025-526-2815
　電子メール：kyoumu@niigata-cn.ac.jp

たかち芸能祭2010 ボランティアスタッフ募集
　毎年 8月13日に開催される「夏の彩典　たかち芸能祭」
では、ボランティアスタッフを募集しています。企画の準備・
運営を通して、地域のスタッフと交流してみませんか。
と　き� 8月13日㈮午後 6 時 30 分～ 9 時
ところ� 高千小学校グラウンド（雨天：同小体育館）
出　演� 高千地区各集落の皆さん　ほか
　佐渡百選にも選ばれている「鬼太鼓」「小獅子舞」や「豆
まき」など、春祭りでしか見られない伝統芸能の数々を堪
能していただきます。
主催　夏の彩典　たかち芸能祭実行委員会
　詳しくは、ホームページをご覧ください。
http://blog.goo.ne.jp/takachi_geinousai/
イベントのお問い合わせ
　佐渡観光協会　相川支部
　☎ 74-2220

要約筆記奉仕員養成講座（基礎課程）
　聴覚障害者のコミュニケーション手段として、発言内容
を要約して文字に変える要約筆記奉仕員を養成します。
開�催日程　9月12日㈰から10月17日㈰までの毎週日曜日
（6日間）。各日とも、午前 9 時 30 分から午後３時 50 分
頃まで。（講座時間の合計は 32 時間。）※詳細は講座日程
表をご確認ください。

会　　　場　畑野農村環境改善センター
受�講対象者　満 18 歳以上で、聴覚障害者の福祉に理解
と熱意があり、養成講座後も継続して奉仕活動ができ、
新潟県要約筆記奉仕員として登録できる方。（登録は応
用課程終了後になります。）
募集人員　手書き要約筆記コース　30人程度
講�座内容　耳の不自由な人にノートテイク、ＯＨＰ、ＯＨＣ
を使って手書きで文字情報を伝えるボランティアの技術
を学びます。（厚生労働省カリキュラムによる手書きコー
スの基礎課程準拠。）

受講料　無料（ただしテキスト代が必要となります。）
持ち物　テキスト等教材費（1200 円）、筆記用具、昼食
修�了条件　全日程出席が原則ですが、必修科目＋８時間
以上出席の方には基礎課程修了証を交付します。
申込期限　8月15日（日）まで
申�込方法　電話、ＦＡＸまたはハガキに、住所・氏名・電
話番号を記入のうえ、お申し込みください。

お申し込み先　�〒 952-0206　佐渡市畑野甲579　中川順子宛�
☎ 0259-66-2022（ＦＡＸ兼用）

主催　新潟県要約筆記サークル連絡協議会

アルビレックス新潟 試合観戦ご招待のお知らせ�
Ｊリーグディビジョン1　第20節 

アルビレックス新潟 対 川崎フロンターレ
日時　8月21日㈯　午後 7時試合開始
会�場　東北電力ビッグスワンスタジアム（チケットはＳスタン
ド 2層目自由席です。※状況により他の座席をご案内す
る場合があります）

応募条件・募集人数　佐渡市在住者　200 名
応�募方法　往復ハガキの往信裏面に、①「8月21日川崎」、
②住所、③氏名・年齢、④電話番号、⑤チケットの希
望枚数（3 枚まで）を記載し、返信用表面に返信先（ご
自分）の住所・氏名をご記入のうえ、宛先に送付してく
ださい。※往復ハガキは各自ご用意ください。

　�応募は、１世帯につき１通限り有効です。応募多数の場
合は抽選となります。
宛先　�〒 950-0954　新潟市中央区美咲町 2-1-10�

アルビレックス新潟後援会「試合観戦ご招待」係
応募期限　8月9日㈪必着
受�け渡し　ご招待の可否を返信用ハガキでお知らせします
（8月13日㈮頃予定）。また、お電話での可否について
のお問い合わせにはお答えいたしかねます。
　�　ご観戦いただく方は、返信ハガキをご持参のうえ、東
北電力ビッグスワンスタジアムのEゲート前広場に設置の
「アルビレックス新潟後援会テント」でチケットとお引換
え後にご入場、ご観戦となります。
問アルビレックス新潟後援会　担当：國井
　☎ 025-282-0011
クラブの最新情報は
『アルビレックス新潟携帯サイト』を
ご覧ください。　　　　　　コチラから→
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暮らしのカレンダー
地区 行事名 日 時 会場
赤泊 赤泊港まつり（7/31前夜祭） 1日㈰ 9:50～21:00 赤泊港特設会場

両津 映画を見る会�
「釣りバカ日誌」 1日㈰ 13:30～ 両津湊�

佐渡島開発総合センター
両津 両津七夕まつり・川開き 7日㈯・8日㈰ 9:00～21:00 両津市街地

新穂 新穂城跡はすまつり�
（ライトアップ8/1～8/7） 8日㈰ 15:00～20:00 下新穂集落開発センター

前広場

佐和田 佐渡の盆�獅子ヶ城まつり 11日㈬ 16:00～22:00 河原田本町周辺、佐和田
海水浴場ほか

真野 夏の真野まつり 12日㈭ 12:30～15:00 真野新町海水浴場
金井 ふるさとウィーク（文弥人形） 12日㈭ 18:30～ 泉　ときわ館
相川 夏の祭典たかち芸能祭 13日㈮ 18:30～21:00 入川　高千小学校グラウンド
畑野 いこいの村まつり　海洋薪能 14日㈯ 18:45～ 多田港特設会場
相川 尖閣湾揚島ライトアップ 14日㈯15日㈰ 19:30～21:30 北狄　尖閣湾揚島周辺
羽茂 ふるさと祭り 15日㈰ 17:00～20:30 羽茂支所前駐車場
金井 ふるさとウィーク（能楽の夕べ） 15日㈰ 18:30～ 中興　金井能楽堂

小木 アースセレブレーション
2010

20日㈮
～22日㈰ 10:00～ 小木町　城山公園・あゆ

す会館・小木市街地ほか

畑野 安寿天神まつり 21日㈯前夜祭
22日㈰ 11:00～20:00 畑野商店街

佐和田 二宮神社薪能 21日㈯ 18:30～ 二宮神社能舞台
金井 羽黒神社薪能 28日㈯ 18:30～ 安養寺　羽黒神社能舞台
両津 佐渡市総合防災訓練 29日㈰ 9:00～12:30 両津湊　おんでこドーム

小木 小木港祭り（29日20時～�三尺
玉2発・特大スターマイン打上）

29日㈰～
30日㈪ 終日 小木市街地

畑野 加茂神社夜能 29日㈰ 18:00頃（未定） 栗野江　加茂神社能舞台

行政相談日
地区 日 時 会場

両 津 23日㈪ 13:00～16:00 両津福祉センターしゃくなげ
相 川 22日㈰ 9:00～12:00 あいかわ開発総合センター
佐 和 田 20日㈮ 9:30～12:00 佐渡中央会館
金 井 10日㈫ 13:30～15:30 市役所本庁舎
新 穂 5日㈭ 13:30～16:00 新穂行政サービスセンター
畑 野 3日㈫ 13:30～16:00 畑野農村環境改善センター
真 野 20日㈮ 13:00～15:00 真野行政サービスセンター
小 木 2日㈪ 9:00～12:00 小木行政サービスセンター
羽 茂 11日㈬ 9:00～12:00 羽茂農村環境改善センター
赤 泊 18日㈬ 13:30～16:30 赤泊福祉センターやすらぎ
法律相談日　8月20日(金)　9:30～15:00　佐渡島開発総合センター
※有料　※要電話予約　新潟県弁護士会　☎025-222-5533

健康相談日
地区名 日 時 場所 問合せ先

両 津 12日㈭
26日㈭ 9:00～11:30 両津支所 両津支所市民課

福祉保健係☎27－2114

相 川 10日㈫
23日㈪ 9:00～11:30 相川支所 相川支所市民課

福祉保健係☎74－0339
佐和田 10日㈫ 9:00～15:00 佐和田保健センター

市民生活課健康推進室
保健係☎63－3115

金　井 10日㈫ 9:00～15:00 金井コミュニティセンター
新 穂 11日㈬ 9:00～15:00 新穂行政サービスセンター
畑 野 4日㈬ 9:00～15:00 畑野行政サービスセンター
真　野 17日㈫ 9:00～15:00 真野行政サービスセンター

小 木
10日㈫ 13:30～15:30 福祉保健センター「つくし」

羽茂支所市民課
福祉保健係☎88－3111

25日㈬ 9:00～11:30 小木行政サービスセンター
9月2日㈭ 13:30～15:30 福祉保健センター「つくし」

羽 茂
3日㈫
24日㈫ 9:00～11:30 羽茂支所

9月3日㈮ 9:00～11:30 羽茂農村環境改善センター

赤 泊
2日㈪
27日㈮ 13:30～15:30 赤泊行政サービスセンター

9月6日㈪ 9:00～11:30 福祉保健センター「やすらぎ」
※当日は地区担当の保健師が応対しますので、お気軽にお越しください。

地区別人口：7月1日現在　　（　）は前月比

男（人） 女（人） 合計（人） 世帯数
佐 渡 市 30,715� （-24）� 33,507� （-33）� 64,222� （-57）� 25,075� （-11）�
両 津 7,224� （-3）� 7,962� （-11）� 15,186� （-14）� 6,038� （4）�
相 川 3,746� （-10）� 4,188� （-2）� 7,934� （-12）� 3,324� （-7）�
佐 和 田 4,490� （-8）� 4,848� （-5）� 9,338� （-13）� 3,997� （-8）�
金 井 3,349� （7）� 3,545� （4）� 6,894� （11）� 2,712� （3）
新 穂 2,023� （5）� 2,223� （-5）� 4,246� （0）� 1,713� （-1）
畑 野 2,263� （-5）� 2,595� （-2）� 4,858� （-7）� 1,883� （4）�
真 野 2,694� （-5）� 2,954� （-7）� 5,648� （-12）� 2,000� （-2）�
小 木 1,610� （-4）� 1,751� （-4）� 3,361� （-8） 1,194� （-4）�
羽 茂 1,908� （0）� 2,036� （-1）� 3,944� （-1）� 1,312� （1）�
赤 泊 1,408� （-1）� 1,405� （0）� 2,813� （-1）� 902� （-1）�

生涯学習カレンダー
地区 内容 日 時 会場

両津

第29回日本海
朱鷺カップレース 1日㈰ 9：00～ 両津湾

七夕・川開き野球大会 7日㈯ 8：30～ 両津野球場
七夕・川開き
卓球大会 7日㈯ 9：30～ 両津総合

体育館
七夕・川開き
ソフトテニス大会

7日㈯・
8日㈰ 8：45～ 佐渡スポーツハウス�

テニスコート
七夕・川開き
バスケットボール大会 8日㈰ 8：00～ 両津総合

体育館

金井
親子ふれあい教室 8日㈰ 10:00～ 金井吉井小プール
寿大学 20日㈮ 14:00～ 金井コミュニティセンター

新穂

新穂地区公民館長
杯争奪野球大会 15日㈰ 7:00～ 新穂中学校グラウ

ンド・両津野球場
新穂地区ソフトバ
レーボール大会 29日㈰ 9:00～ 行谷小学校体

育館

畑野

畑野地区公民館長
杯野球大会 15日㈰ 8:30～

サン・スポーツランド
畑野野球場、畑野
中学校グラウンド

球技大会 15日㈰ 8:30～ 松ヶ崎小学校
グラウンド

真野 ソフトテニス大会 15日㈰ 8:30～ 佐渡スポーツ
ハウス体育館

羽茂

マリンスポーツ
教室

7日㈯・
8日㈰

9:30～
11:30

マリンスポー
ツハウス

ライフセービング・トラ
イアスロン教室 9日㈪ 9:00～

16:00
カルトピアセ
ンター素浜

ソフトボール大会 22日㈰ 8:30～ 羽茂小・中学校
グラウンド

※�このコーナーのお問い合わせは、各地区公民館へお願いいたします。

CNSニュース
毎週月～金曜日　17:00から放送
【再放送】�19:30 ～　21:00 ～　�22:00 ～�　23:00 ～�

翌日 6:30 ～

CNSテレビ 
（佐渡市ケーブルテレビ）8月特別番組のお知らせ

7/31㈯
1㈰

8:00～��
15:00～
22:00～

６月２６日開催�『佐渡ジオパーク市民講座』
講師：ジオパーク推進指導員　神蔵勝明　さん

7㈯
8㈰

8:00～��
15:00～
22:00～

６月２７日開催�シンポジウム
『佐渡金銀山の魅力と世界遺産登録に向けて』
基調講演「歴史遺産を活かした地域づくり」
講師：東北地域環境研究室　志賀　秀一　代表
基調講演「佐渡金銀山の魅力と価値」
講師：ゴールデン佐渡　松永　武彦　相談役

14㈯
15㈰

8:00～��
15:00～
22:00～

６月２７日開催�シンポジウム
『佐渡金銀山の魅力と世界遺産登録に向けて』
パネルディスカッション

21㈯
22㈰

8:00～��
15:00～
22:00～

７月３日開催�『佐渡乳幼児保育支援フォーラム』
講演「すこやかな子どもの成長のために」
講師：厚生連佐渡総合病院　
　　　　　　　　　岡崎　実　小児科部長
講演「現代のこどもたちの問題とその対策」
講師：新潟県小児科医会　庄司　義興　会長

28㈯
29㈰

8:00～��
15:00～
22:00～

７月１１日開催�『佐渡市市民環境大学』基礎講座
公開講座「佐渡に生息する動物の生態」
講師：伝統文化と環境福祉の専門学校
足立　高行　講師

※都合により番組内容を変更する場合があります。
※番組表は各支所・公民館・温泉施設等に置いてあります。

★納期のお知らせ
　納期限　8月31日㈫
・市県民税（２期）
・国民健康保険税（３期）
・介護保険料（３期）
・後期高齢者医療保険料（５期）
●上下水道料金の口座振替日
７月分　再振替日…8月11日㈬
８月分　振替日　…8月25日㈬

※振替日は毎月25日、再振替は翌月11日です。
　�振替日が休日等の場合は翌営業日となりますのでご了承ください。

環境にやさしい「大豆油インキ」を使用しています。

8月 8月

8月

8月


